
 長崎県公立高校入試徹底分析【理科】 
 【形式・難易度】 

 試験時間  50分  配点  100点 

 問題構成 
 大問８題。生物・物理・化学・地学の分野ごとに大問２題ずつ出題される。 

 １⃣・５⃣に生物，２⃣・６⃣に物理，３⃣・７⃣に化学，４⃣・８⃣に地学が出題され，配点は各分野25 

 点ずつ。各大問の小問数は５問、計40問程度。 

 令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  令和３年度(2021)  令和２年度(2020)  平成31年度(2019) 

 問題量  （A４で）  ８ページ分  ８ページ分  ８ページ分  ８ページ分  ８ページ分 

 小問数  40問  38問  35問  35問  39問 

 論述問題の数  ３問  ３問  ７問  ５問  ７問 

 論述問題配点  ８点  ９点  23点  16点  21点 

 【出題の傾向と対策】 
 ① 実験や観察の結果から答えを考えさせるだけでなく，その答えになる「理由」を説明させる問題。 
 　結果を押さえておくだけでなく，なぜそのような結果になるのかを考えておくことが重要！ 

 ② 組んで(両方合って）正解の問題が複数出題されるため，知識事項を確実に押さえておくことが必要。 
 　令和５年度は８問（22点），令和４年度は４問（12点），令和３年度は９問（32点）がこの形式。 



 ③ 令和２年度，平成29年度では出題されなかったが，作図問題は毎年のように出題されている。 
 　特に物理分野（２⃣・６⃣）で出題されることが多いので，練習をしておこう！ 

 ④  化  学  反  応  式  や  イ  オ  ン  に  分  か  れ  る  式  は  毎  年  の  よ  う  に  出  題  さ  れ  て  い  る。  化  学  式・  イ  オ  ン  式  は  き  ち  ん  と  暗  記  す 
 る必要がある。 


